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ごみ処理広域化に係る経過及び今後の予定等について

１．令和５年度実施委託業務

◎新ごみ処理施設整備事業に係る施設整備基本設計策定及び環境影響評価等業務

・契 約 業 者：株式会社建設技術研究所大阪事務所

・契 約 期 間：令和３年７月５日～令和７年３月 28 日（４年間契約の３年目）

・契 約 金 額：302,665 千円（税込）

※契約変更の予定あり

・令和５年度分

支 払 予 定 額：108,779 千円（税込）

◎循環型社会形成推進地域計画（第 2 期）策定業務

・契 約 業 者：株式会社建設技術研究所大阪事務所

・契 約 期 間：令和５年４月 24 日～令和６年３月 29 日

・契 約 金 額：3,155 千円（税込）

◎令和５年度委託業務における業務別進捗状況

○環境影響評価手続業務の進捗状況について

令和５年度までに行ってきた環境影響調査の結果を踏まえ、評価後の環境影響評

価準備書作成を進め年度内には大阪府へ提出する見込みである。

○ＰＦＩ導入等可能性調査の進捗状況について

令和４年度にまとめたものを新ごみ処理施設整備運営事業者選定委員会で報告し

本年度中に完成する見込みである。

〇新ごみ処理施設整備事業に係る基本設計書の進捗状況について

第２回新ごみ処理施設整備運営事業者選定委員会において審議した内容を基に修

正を行い本年度中に完成する見込みである。

２．令和５年度本町負担金について

◎令 和 ５ 年 度 負 担 金：22,054 千円（税込）【予定額】・・・①＋②

①委 託 費：21,491 千円（税込）【予定額】・・・ａ×ｂ

（内訳）

ａ業務委託支払額から交付金を差し引いた額 109,198 千円（税込）

（令和５年度支払予定額 111,934 千円－令和５年度交付金 2,736 千円=109,198 千円）

ｂ熊取町負担率：19.68％（R4 負担率）

（均等割分（0.15／3）＋本町計画搬入量割分（0.85×0.17274）=19.68％）

※均等割 15％の残りを計画搬入量割で合意済み

②報 酬 及 び 事 務 経 費： 563 千円（税込）【予定額】・・・（ｃ＋ｄ）／３

（内訳）

ｃ報酬及び旅費： 328 千円（税込）【予定額】

・新ごみ処理施設整備運営事業者選定委員会の委員報酬及び旅費

ｄ事 務 経 費：1,360 千円（税込）【予定額】

・使用料及び賃借料：地元説明会等の資料作成費、有料道路使用料他

・地域共存推進補助金：環境と共生する街 上之郷づくり委員会運営補助他

※均等割で合意済み

令 和 ６ 年 ３ 月 １ １ 日
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３．新ごみ処理施設整備運営事業者選定委員会について

第２回 新ごみ処理施設整備事業に係る基本設計書の審議

ＰＦＩ導入等可能性調査の報告 (R5.9.19)

第３回 R6.3.28 開催予定

４．ごみ処理広域連携検討会について

第 34，35 回 新施設建設に向けての事業スケジュール説明 (4,12 月)

第 36 回 区画整理事業の進捗状況(2 月)

５．ごみ処理広域連携検討会担当者会議について

第 16 回 搬入許可時の免許確認及び新施設における資源ごみの取扱 （5 月)

第 17，18 回 免許確認方法及び新施設における資源ごみの取扱(6，7 月)

第 19～22 回 免許確認周知方法及び基本設計案等の確認等(9,10,11,12 月)

第 23 回 免許確認後の状況及び基本設計案等の確認、区画状況(1 月)

第 24 回 免許確認後の状況及び基本設計案等の確認、ごみ運搬の状況(2 月)

６．地元説明会について

地元説明会開催回数 ９回

説明会内容 環境影響評価調査内容報告等

７．新ごみ処理施設の建設スケジュール変更

新ごみ処理施設は、当初令和８年度に着工し令和１２年度に稼働を開始するスケジ

ュールで検討してきたが、建設着工が令和 10 年度となり施設稼働が令和１４年度開始

となる旨のスケジュール変更の報告を受けた。

この原因は、旧泉佐野コスモポリス用地東地区土地区画整理事業（以下「区画整理

事業」という。）の進捗の遅れによるものである。当初の区画整理事業では令和４年 10

月から募集をはじめ、令和７年度中に完了させるスケジュールであった。しかし、当

初の事業者公募に対し提案書を提出する者がいなかったため、令和５年 11 月に再度の

募集をおこなった。この募集による現在の区画整理事業では、令和 10 年度の事業完了

を見込んでいるため、新ごみ処理施設の建設着工が令和 10 年度にずれこみ、当初の計

画より稼働が約２年遅れるスケジュールとなった。

８．今後の予定

①令和６年度環境影響評価業務等（４年間契約の４年目）

②新ごみ処理施設都市計画決定業務

③次年度以降造成、インフラ整備、地元対策等の経費に関する負担割合の検討

④施設整備スケジュール

R06～R10 区画整理事業造成工事

R08～R09 事業者公募～決定

R10 新施設工事（4 カ年）

R14 新施設稼働開始


